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１．研究の趣旨
• コロナ禍　　　　　　　　　 →　経営環境の激変

• SDG’ｓ、ソサエティ５．０　→　新しい産業像の始動

• 繊維産業　→　コンビナート →  半導体産業・自動車産業 　→　？

• 多様な産業集積がみられつつある（地場産業、まちなか産業、６次産業）

• 四日市を中心とする産業集積については、網羅的な出版物がない。

• 四日市地域に着目し、未来を担う企業を「未来企業」と称して調査・発掘
したい。
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２．１中小企業政策の変遷
1968年　中小企業基本法の制定
　　　　産業の二重構造の解消
　　　　→低生産性と低賃金の中小企業の近代化
 　　　　弱者である中小企業の保護・育成
　　　　　　という視点からの政策の実施

70年代～　
　自助努力によって積極的に新技術開発・新分野進出

80年代～　ベンチャー企業の登場

1999年　新中小企業基本法の制定 　 

　中小企業は「活力ある多数派」である
　という中小企業観の醸成

　自助努力の支援、やる気のある企業への集中的配分

2010年　中小企業憲章
　経済を牽引する社会の主役
　創意工夫・雇用・多種多様な可能性・家族経営形態
　地域社会への貢献・伝統技能た文化の継承
　医療・福祉・情報通信技術・地球温暖化問題
　日本が世界に先駆けて未来を切り拓くモデル 3



2.2 三重県おもてなし経営選
①社員の意欲と能力を最大限に引き出し、
　  社員とのコミュニケーション／面談／表彰／研修／交流会／経営理念／共有

②地域・社会との関わりを大切にしながら
　  地元雇用／職場見学・体験／地元企業連携／地域貢献

③顧客に対して高付加価値・差別化サービスを提供する
　  オンリーワン商品 or 顧客とのコミュニケーション

※各項目の具体的な内容は、フォローアップ調査（受託研究）より抜粋

　四日市市内から選出された企業
　　株式会社東産業、株式会社ファーストステップ、株式会社四日市事務機センター、 
　　三昌物産株式会社、株式会社PlanB
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2.3 地域未来牽引企業
• 経済産業大臣により選定された、地域経済の中心的な担い手となりうる者

 (2017年より選定　現在4 ,743社）→三重県8 7社→四日市1 7社
•四日市市内企業１７社
五十鈴電業株式会社 ／株式会社伊藤製作所／伊藤製油株式会社／株式会社大津屋／
釡屋株式会社／九鬼産業株式会社／株式会社グリーンズ／五光山彦株式会社／
株式会社スエヒロＥＰＭ／株式会社扇港産業／株式会社中央鐵骨／
ティエムティ株式会社／株式会社中村製作所／ニュートリー株式会社／
藤井撚糸株式会社／三重機械鉄工株式会社／三鈴工機株式会社

•選定基準
企業データベースから候補選定（営業利益・従業員数・域外販売額、域内仕入額）
 +　企業への意向確認 + 地方自治体等の推薦＆有識者の評価
 
⇒マクロな量的指標が主な判断基準
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ヒアリングの概要
• 既に確固たる市場を獲得し、現在の地域を担っている中小企業として

• 伊藤澄夫氏（伊藤製作所）

• スエヒロEPMの社長へのインタビュー

• 結果的に 
　①製造業 
　②父親が創業した企業を継承する二代目経営者 
へのヒアリング
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事例研究：①㈱伊藤製作所（四日市市広永町１０１）　
代表取締役　伊藤澄夫氏（２代目）

• 会社概要 
創　業    昭和20年12月 
資本金    5,000万円 
従業員    120名 
売上高　 39億1,000万円（令和２年度） 
事業内容 順送り金型設計製作、 

プレス部品加工、部品組立
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事例研究②㈱スエヒロＥＰＭ （四日市市末広町２－４）
　代表取締役会長　佐久間裕之氏（２代目）

会社概要

設　立　　　1953年（昭和28年）10月9日

代表者　　　清水啓一

資本金　　　4,000万円

従業員数　　49名（2020年8月現在）

年間売上額　15億円（令和２年度）

特筆事項　　スクリュープレス搾油機の国内シェア99％　

事業内容　　食用油脂・食品加工装置の設計・製造及び据付

主要品目　　スクリュープレス式搾油機、搾汁機、脱水機、

　　　　　　食品・飼料用2軸エクストルーダー等
8



経営革新のエッセンス
• 伊藤製作所の場合
創業者：父親・漁網機械の部品工場として整備
→父親から「金型をやれ」→ 金型製造へ試行錯誤しながら挑む
→金型は高価だが、それだけでは受注不安定
→金型製造だけでなく、金型を使った部品製造までを一貫して行うビジネスモデル
への転換
（順送り金型による精密プレス加工のリーディングカンパニー）

• スエヒロEPM佐久間裕之氏の場合
父親は職業軍人、復員後、熊沢製油の工務部 →解雇を経て、創業を決意
日々の修理業務の下請けの町工場 →ここからの脱却を模索
海外製の食用搾油機の修理をしているうちに、「自社で搾油機ができる」「試し
に無償で使ってもらう」などを経て、搾油機の国産化（自社ブランド化）を図る 
→エクストルーダー（多機能食品加工機械）へと展開 →国内では類をみないオン
リーワン企業となる
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2社に共通する経営革新
• 徹底した技術重視
伊藤製作所：金型→順送り金型→部品製造
スエヒロERM：搾油機の自社生産→国内初のエクストルーダーメーカーに

• 時代のニーズの的確な把握と実現に向けての確固たる意思
伊藤製作所：漁網の衰退→金型が技術の中心
スエヒロEPM：搾油機に国内メーカーは不在→活路＆圧倒的なシェア

• 事業に対する独自の視点と意思決定
 伊藤製作所：金型→部品製造、海外進出
 スエヒロEPM：搾油機への集中戦略

• 組織を動かす指導力
対外的な人望・従業員とともに歩む姿勢

10



２年目のヒアリング
• キャリア教育「経営者のキャリア講演会」に登壇いただいた4名の経営者を再録

株式会社　PLAN　B　　浜中俊哉　氏(在宅介護・看護および訪問介護事業)

株式会社　メディサポジャパン他　小串拓由　氏（医療向け情報発信業）

株式会社　GMC　田村崇史　氏（保険・経営コンサルティング業）

株式会社　ATIS　岩瀧太郎　氏（デザイン業）

• 三重県中小企業家同友会の推薦による 
当方からは「若手の代表的な経営者」を依頼
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株式会社　PLAN　B　　浜中俊哉　氏
• 2002年大学卒業後金融業に従事

 （2005年退職、アメリカ旅行）

• 2006年　家業のプラスチック成形業を継ぐ
2008年　専務取締役　2010年ベトナム工場設立準備
 2012年　親族でのトラブル　2014年　退任を決意

• サラリーマンを決意中に、義理の母が要介護
この経験を機に2014年にPLAN　Bを起業
介護経験を元に、訪問看護・在宅介護のビジネスに
2015年 訪問看護ステーション
2016年 訪問介護ステーション
2017年 居宅介護支援事業所、2018年 ナーシングホーム
2020年 新社屋建設　　
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株式会社メディサポジャパン他 小串拓由 氏
• 大阪生まれ→大学卒業後に大手販売店に勤務 
→ハードな勤務内容＆転勤で身体を壊す（病院探しに苦労する）

• 結婚を機に退職→松阪市の広告代理店に転職

• 28歳で自宅で起業（パソコン1台・車1台） 
株式会社生活サポート（もともと経営者になりたかった） 
広告代理店の経験から医療向け診察券の受注を事業化

• 36歳で事業売却 
メディアサポート事業を万協製薬さんに売却 
ネット通販事業（診察券のネット販売）・不動産事業を継続 
医療・介護事業のコンサルタントとしての活動がメイン
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株式会社　GMC　田村崇史　氏
• 保険に関するリスクコンサルティング

• 1974年　父が保険業として25歳で創業
 『明日の暮らしを安心に』

• ちょっとした縁で、紹介を意識した感動経営
 （飛び込み営業なしで300軒の顧客を獲得）

• 1989年法人化と事務所開設→1996年コンサルティング業へ業態変化

• 本人は苦労知らずの高校時代→一度父の後を継ぐと親の会社に就職→退職して
東京で親元離れて生活→調理師学校→フリーター

• 26歳で再度、父の会社に再就職（社長になると強い決意）

• 父の感動経営を継承し、従業員とともに顧客のためになる業務へと
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株式会社　ATIS　岩瀧太郎 氏
• 東京生まれ、10歳で四日市へ。19歳でバンド活動開始
• 1997年　個人事業主→21歳アパレルショップ・アパレルブラ
ンド→25歳で恵比寿に事務所設立、SEIZEブランドで原宿展示
会・全国35店舗卸販売スタート。2003年バンドとして2ndアル
バム→2005年バンド解散、2006年ブランドの閉店解散→建設
業でバイト生活へ転落

• 2007年　29歳　個人にてデザイン業を開始→株式会社ATIS設立
• 2008年→アパレル・飲食店のチラシ・ポスター制作・

JOINFO WEB MAGAZINE、紙媒体
• 2011年　JOINFO主催イベント開催
→2012年　Ms Universe Japanの共催

• 2014年　事務所を移転・カフェを併設、
JOINFO MAG 南勢版を創刊するも閉刊

• 2018年　カフェをプラトンホテルへ移転　
• 2019年　コロナ拡大とともに、会社コンセプト（カラー・HP）リニューアル
• 2022年　15th PR Year （自社ブランディング再構築） 15



若手経営者のレビューまとめ
•さまざまな経緯での起業

 浜中氏：もともと経営には関心があった。家のゴタゴタを契機に起業へ
 小串氏：もともと経営者願望はあったが、就職の苦い経験を機に起業へ
 田村氏：もともと実家を継承する気はなかったが、ある時期に決断
 岩瀧氏：バンド＆アパレルがうまくいった（才能）

•事業構築のきっかけは、偶然？
 浜中氏：家族の実体験を事業に
 小串氏： 転職した広告代理店の経験から事業化
 田村氏：父の実直な保険代理店経営を継承（第二創業）多角化
 岩瀧氏：アパレルブランドの経験からデザイン会社へ

•組織づくり
 浜中氏：家族的な雰囲気を経営に
 田村氏：お困りごとを解決するための親身な相談
 岩瀧氏：友達感覚の雰囲気を大切に
→ 事業立案能力・行動力・人脈といった人間力が経営者としてのキャリア
　を支えている 16



アンケート項目の設定

坂本光司氏(2015)「日本でいちばん大切にしたい会社」がわかる100の指標 17



アンケート項目の設定
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未来経営の５つの観点 
社会変化に対応して果敢に未来を拓こうとする企業 

1.市場や技術の未来を予測し、柔軟に適応しようとする企業

2. AIなどの技術を積極的に活用し、業務プロセスやサービスを最適化しようとする企業

3.時代の変化をリードするとともに、社内外で柔軟性・イノベーション・協働などの組
織文化を育む企業

4.環境への配慮や社会課題解決への貢献といった社会的責任を意識した事業を行おうと
する企業

5.顧客の期待に応えるのみならず、フィードバックを通じて製品やサービスの改善を行
い顧客中心の価値提供を行おうとする企業
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アンケートの方針

•企業の意識に着目した感度調査とする（10の質問に対する感度をみ
る）

•当面、三重県会社要覧「百五経済研究所」2022に掲載の四日市市内事
業所 411社を対象

•今後の継続的な調査によって質的な意味を考察する
•他地域・経済団体などを対象とした調査による比較 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アンケート項目１
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アンケート項目２
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アンケート項目３
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